
※種別は講義、実習、演習のいずれかを記入。

広告メディアとしてのテ
レビの立ち位置、視聴率
の重要性を理解できない

【教科書】

資料を配布する。参考書・参考資料等は、授業中に指示する。

【参考資料】

【成績の評価方法・評価基準】

試験と課題を総合的に評価する。自己分析シート提出。積極的な授業参加度、授業態度によって評価する

到達目標
C

テレビ番組の画面構成と
CM・提供の重要性を理解
できる

テレビ番組の画面構成を
理解したが、CM・提供の
重要性が理解できない

テレビ番組の画面構成も
CM・提供の重要性も理解
できない

広告メディアとしてのテ
レビの立ち位置、視聴率
の重要性を理解できる

広告メディアとしてのテ
レビの立ち位置は理解し
たが、視聴率の重要性を
理解できない

到達目標
D

放送の定義や種類、放送
を規制するルールを守る
重要性を理解できる

放送の定義や種類は理解
したが、放送を規制する
ルールを守る重要性を理
解できない

放送の定義や種類、放送
を規制するルールを守る
重要性を理解できない

到達目標
E

クリエイターに必要な用語や方法論、基礎教養を学びます。

【到達目標】

テレビ業界の概要を理解し、番組づくりに必要な知識、具体的な仕事内容、独特な業界のルール、多彩な職種等について学びま
す。また学校を卒業すれば、テレビ業界に限らず、まずは仕事を覚えて社会に溶け込む「修行期間」となります。必ずしも楽しい
ことばかりではないこうした期間をどう乗り切るのか、実例を交えて学び、将来のビジョンを描きます。そうした中で、自分の興
味・関心や適性を知り、２年次に進級する際の展望を明確にすることを目標とします。

【授業の注意点】

学生間・教員と学生のコミュニケーションを重視する。業界ルールの観点から、実際の現場の緊張感を持って授業に取り組んで頂
きたい。基本は1分でも入室が遅れたものは授業参加を認めない。詳しくは、最初の授業で説明予定。社会に出た際、実践で最初
のライバルとなる大学卒業生たちと、対等に意見交換するためには学生自身の努力が不可欠である。

評価基準＝ルーブリック

ルーブリック
評価

レベル３ レベル２ レベル１

要努力ふつう

担当教員 佐藤帆奈美 教員の実務経験 有 実務経験の職種 放送業務

【科目の目的】

テレビ番組が放送されるまでに、どんな職種が関わり、どの様な流れで番組を作っているのかを理解する。
 業界用語、専門用語等を学びながら、番組制作の方法論や流れを学ぶ。
 業界の良い点・悪い点をしっかり理解し、業界で働くに当たっての相応の覚悟を持つ。
 技術や知識も大事だが、それ以前に求められる社会人としての振る舞いや人間性を知る。

【科目の概要】

科目名 一般教養Ｃ１ 年度 2026

General Education C1 学期 前期

単位数 2 種別※ 講義

英語科目名

学科・学年 放送芸術科 １年次 必／選 選 時間数 30

テレビ業界の仕事を理解
したが、自分の進路選択
の判断材料にできない

テレビ業界の仕事を理解
できず、自分の進路選択
の判断材料にもできない

業界・専門用語を理解し
たが、それらの用語を用
いた会話ができない

業界・専門用語を理解で
きず、それらの用語を用
いた会話もできない

優れている

到達目標
A

テレビ業界の仕事を理解
し、自分の進路選択の判
断材料にできる

業界・専門用語を理解
し、それらの用語を用い
た会話ができる

到達目標
B
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1

1

2

自己評価：S：とてもよくできた、A：よくできた、B：できた、C：少しできなかった、D：まったくできなかった

備考 等

3

自分が目指す道を可視化する

コース選択をする上での理解を深める

科目名 一般教養Ｃ１ 年度 2026

General Education C1 学期 前期

3業界用語⑥ 業界用語を理解する

業界用語は行 業界用語・専門用語を理解している

撮影時の決まり

授業内容

番組関わる人 裏方のことを知る

業界の必須事項
働く上で業界全体で
 共通事項を知る

番組作りにおける人々

ジャンル

業界用語・専門用語を理解している

業界用語・専門用語を理解している

業界用語・専門用語を理解している

3

3

3

3会社を知る

業界用語ら行〜わ行 業界用語・専門用語を理解している

業界用語ま行 業界用語・専門用語を理解している

中継というジャンルを理解する

スタジオ技術のスタッフを理解する

作品における制作の意味を理解する

15

授業への理解を認識させる

定期テストに向けて知識を整理をさせる

技術スタッフ 技術の違いを理解している

技術会社を理解し就職先を知る

ロケ技術とは ロケ技術のスタッフを理解する

評価方法：1.小テスト、2.パフォーマンス評価、3.その他

振り返り

テスト対策
振り返り
 テスト対策

理解を振り返る

中継技術とは

スタジオ技術とは

制作とは？

業界用語や行～ら行 業界用語・専門用語を理解している

3

3制作スタッフ
作品つくりでの
 制作の役割を知る

12

13

14

技術スタッフ
技術と呼ばれる人を
 理解する

ロケ・スタジオの違
い

ロケとスタジオの
 収録について知る

3

業界用語た行〜

業界用語⑩ 業界用語を理解する

9

10

11

業界用語⑦ 業界用語を理解する

業界用語⑨ 業界用語を理解する

8

3

4

5

業界用語① 業界用語を理解する

業界用語② 業界用語を理解する

2

業界用語あ行〜

業界用語さ行〜

3

撮影する上での心構えを理解する

業界用語・専門用語を理解している

3

3

3

3

6

7

業界用語か行〜 業界用語・専門用語を理解している

業界用語③ 業界用語を理解する

業界用語④ 業界用語を理解する

業界用語⑤ 業界用語を理解する

業界用語な行

3

英語表記

授業テーマ 各授業の目的 到達目標＝修得するスキル

1
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